
「やまぐち産業戦略推進計画」の取組効果について 
 

 

  
 

 

 

 

 

■経済効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの取組や指標（目標）達成による効果を、金額（見込額、試算額）

や伸び率等により、可能な限り数値化 

医療関連産業クラスターの形成Ｐ 

環境・エネルギー産業クラスターの形成Ｐ 

水素利活用による産業振興と地域づくりＰ 

やまぐち産業戦略研究開発等補助金を活用し、平成３２年度

までに、事業化件数８０件、売上金額約２６７億円、雇用人数

約３００人が見込まれる。 
・医療関係（事業化件数４１件、売上金額１７９億円、雇用人数１５８人） 

・環境・エネルギー関係（事業化件数３９件、売上金額８８億円、雇用人数１５１人） 

クルーズ船の誘致推進Ｐ 

平成２７年のクルーズ船寄港は１９回で、昨年比６割増。 

また、寄港による経済効果は約２億円と試算される。 

※平成２７年は国内外から約７千名が来県。 

※一人当たりの経済効果３万円で試算。（国土交通省資料） 

※平成２６年のクルーズ船寄港回数は１２回。 

【産業戦略指標】 

明治維新１５０年に向けた観光需要の拡大Ｐ 

         
延べ宿泊者数５００万人の達成にあわせ日帰り観光客の増加

を含め推計し設定した旅行消費額の目標は４，３６７億円であ

り、計画策定時（H24：429 万人）と比べ３２５億円の消費拡

大が見込まれる。 
※延べ宿泊者数５００万人（推計を行う上で、この場合の実宿泊者数は４００万人と推計）達成

にあわせ、日帰り観光客の増加を含めた推計値 

※「２００８年旅行・観光産業の経済効果に関する調査研究（観光庁）」の平均単価より２０１１年

の単価を推計し、本計画期間中の単価として固定したもの 

【産業戦略指標】 

平成２６年は６兆５，１９６億円で、計画策定時（H２４）の６兆

８６０億円から７．１％の増加と、国５．７％の増加を上回って

いる。 

資料４ 

計画（推計額） 

実績値 

計画（推計額） 

実績（推計額） 



■雇用維持・創出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■産業活動の円滑化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物流拠点港湾の機能強化Ｐ 

国際バルク戦略港湾の整備により、石炭輸送コストは、平成

２８年度から年間約１割（２３億円）の削減が見込まれる。 
 

・ケープサイズ級船舶の入港が可能となった場合は年間約３割（１００億円）  

の削減見込み  

 
 

物流拠点港湾の機能強化Ｐ 

徳山下松港下松地区の岸壁改良により、英国に向けて、高

速鉄道車両の直送が可能となった。平成２８年度までに２７

０両の出荷が見込まれる。 

平成２５年から３か年（Ｈ２７：速報値）の新規雇用創出（ 

１８,７３２人）は、平成２２年から３か年（１４,５５６人）に比

べ、２８．７％（４,１７６人）増加。 

【産業戦略指標】 

 

【産業戦略指標】 

戦略的な企業立地等の推進Ｐ 

平成２５年から３か年の新規投資件数（企業誘致・規模拡大

投資）は１４４件で、直近３年間（Ｈ２２～２４ １３２件）と比

べ、９．１％増加し、新規雇用人数（計画）は、１,６４６人。    

実績値 

実績値 
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計画（推計値） 

計 画 



 

 

 

 

 

■その他 

 

 

 

物流等基盤の強化Ｐ 

主要渋滞箇所のうち、期間中に目標とした５箇所全ての渋滞

が緩和される見込み。 

このうち、平成２７年３月の下関北バイパスの開通によって、

３箇所の渋滞が緩和されるとともに物流等の円滑が図られ

た。 
 

・所要時間の短縮：最大約１４分(下関駅～安岡公民館間) 
 ［旧国道 191 号経由（延長 9.0km）約 29 分 ⇒ 下関北バイパス経由（延長 8.6km）約 15 分］ 

 ※国土交通省資料 

「やまぐちブランド」等の販路拡大Ｐ 

山口県のおすすめ食材「ぶちうまファイブ」（地酒（酒米）、ゆめ

ほっぺ、長州黒かしわ、のどぐろ、特選乾椎茸）について、平

成２６年度の出荷数量は、平成２４年度から平均で５４．６％

増加。 
 

・酒造会社と連携して増産に取り組んでいる酒米生産量は、平成２７年

度は２４年度の約２.７倍。 
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計 画 


